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す
。

　

四
月
一
日
の
着
任
時
に
お
い

て
は
、
篠
崎
門
を
く
ぐ
る
と

き
、
右
手
に
サ
イ
ト
ウ
マ
コ
ト

氏
の
オ
ブ
ジ
ェ
、
左
手
に
同
氏

の
壁
画
『
一
本
の
矢
』
と
満
開

の
桜
に
迎
え
ら
れ
な
が
ら
、
玄

関
で
職
員
に
出
迎
え
ら
れ
、
大

変
感
激
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
五
年
ぶ
り
の
倉
工
と
い
う

こ
と
で
、
早
速
校
内
を
回
っ
て

い
た
と
こ
ろ
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

は
野
球
部
、
サ
ッ
カ
ー
部
、
体

育
館
で
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
部
の
生
徒
た
ち
か
ら
元
気
で

さ
わ
や
か
な
挨
拶
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
、
四
月
七
日
の

着
任
式
で
は
、
全
生
徒
か
ら
大

き
な
歓
迎
を
受
け
た
後
、
校
歌

（
北
九
州
の
活
天
地
♪
…
）、
第

一
応
援
歌
「
篠
崎
の
里
（
篠
崎

の
里
に
秋
立
ち
て
♪
…
）」
第

二
応
援
歌
「
紅
の
旗
（
攻
め
よ

逸
れ
よ
我
が
健
児
♪
…
）」
を

と
も
に
歌
い
な
が
ら
、
胸
が
奮

い
立
つ
よ
う
な
倉
工
の
歴
史
と

伝
統
、
そ
し
て
「
質
実
剛
健
」

倉
工
健
児
を
感
じ
、
何
と
も
言

い
よ
う
の
な
い
興
奮
を
覚
え
、

本
校
に
着
任
で
き
た
こ
と
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
と
喜
び
と
を
実

感
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
、
本
校
は
、
こ
れ
ま
で

地
域
に
信
頼
さ
れ
、
我
が
国
を

代
表
す
る
工
業
高
校
と
し
て
創

立
以
来
百
十
五
年
の
輝
か
し
い

歴
史
と
伝
統
を
刻
ん
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
平
成
十
九
年
度
の

学
科
再
編
時
に
は
実
践
的
な
技

術
者
育
成
型
高
校
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
、
成
果
を
上
げ
て
き

ま
し
た
。
今
年
度
は
、
も
の
づ

く
り
を
通
し
て
校
訓
「
真
理
探

究
」「
質
実
剛
健
」「
勤
労
努

力
」
の
精
神
を
育
む
こ
と
を

基
本
理
念
と
し
、
教
育
目
標
を

「
二
十
一
世
紀
を
切
り
拓
く
未

来
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
目
指

す
『
志
高
き
自
律
心
と
思
い
や

り
の
心
を
持
っ
た　

は
つ
ら
つ

倉
工
生
』
の
育
成
」
と
定
め
、

以
下
の
四
つ
の
重
点
目
標
を
掲

げ
て
、
教
育
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

㈠
　
授
業
の
心
得
を
定
め
た
授

業
五
則
に
基
づ
き
、
規
律
正
し

い
授
業
の
確
立
と
基
礎
学
力
の

向
上
に
努
め
、
自
ら
学
ぶ
生
徒

を
育
成
す
る
。

㈡
　
世
界
に
は
ば
た
く
未
来
の

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
の
基

　

北
辰
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃

か
ら
物
心
両
面
に
わ
た
り
本
校

教
育
活
動
に
ご
支
援
と
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
私
儀
、
本
年
四

月
一
日
付
け
で
、
山
田
晴
隆
校

長
の
後
任
と
し
て
、
戸
畑
工
業

高
校
か
ら
着
任
い
た
し
ま
し
た

平
野
で
ご
ざ
い
ま
す
。
本
校

に
は
平
成
十
八
年
四
月
か
ら

二
十
一
年
三
月
ま
で
の
三
年

間
、
教
頭
と
し
て
勤
務
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
間
、

役
員
を
は
じ
め
会
員
の
皆
様
か

ら
ご
厚
情
を
賜
り
、
感
謝
と
感

動
あ
ふ
れ
る
日
々
を
過
ご
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
こ
と
、
改
め
て

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
た

び
、
図
ら
ず
も
本
校
で
新
し
い

時
代
を
創
造
し
、
担
っ
て
行
く

倉
工
生
の
教
育
に
携
わ
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
を
大
変
光
栄

に
、
ま
た
誇
り
に
思
っ
て
お
り

ま
す
。
本
校
の
充
実
発
展
の
た

め
、
全
身
全
霊
で
取
り
組
ん
で

ま
い
る
所
存
で
す
の
で
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

校
長

　
平
野
　
孝
幸

　

教
育
振
興
基
金
に
つ
き
ま
し

て
は
、
多
く
の
皆
様
か
ら
ご
協

力
を
賜
り
、
毎
年
母
校
・
後
輩

へ
の
支
援
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
五
年
度
は
、
四
八 

五
件
の
同
窓
各
位
・
団
体
よ
り
合

計
二
百
二
十
二
万
七
七
八
六
円
の

浄
財
を
賜
り
ま
し
た
。
皆
様
か
ら

の
貴
重
な
浄
財
は
、
平
成
二
十
六

年
度
の
教
育
振
興
基
金
の
活
動

に
あ
て
ら
れ
ま
す
。
ご
協
力
い
た

だ
い
た
皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
母
校
に
と
っ
て
、
こ

の
教
育
振
興
基
金
は
か
け
が
え
の

な
い
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

山
田
奨
学
会
・
科
学
研
究
奨

学
会
創
設
の
基
と
な
っ
た
山
田

晁
先
輩
・
倉
田
主
税
先
輩
の
意

思
を
継
承
す
る
大
き
な
存
在
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

尚
、
篭
原
裕
明
教
育
振
興
基

金
理
事
長
よ
り
、
ご
母
堂
ご
逝

去
の
際
の
香
奠
返
し
に
替
え

て
、
多
額
の
寄
付
を
賜
り
ま
し

た
。厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
平
成
二
十
五
年
度
の
事
業
内

容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
、
山
田
奨
学
会
へ
の
給
付

　

一
般
奨
学
生�

一
名

�

十
二
万
円

二
、
科
学
研
究
奨
学
会
へ
の
給
付

　

�

掲
示
教
育
を
推
進
す
る
た
め

の
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
シ

ス
テ
ム
導
入
（
三
年
計
画
の

最
終
年
）
し
、
リ
ア
ル
タ
イ

ム
配
信
を
可
能
に
し
た
。

�

五
十
万
円

三
、
部
活
動
の
奨
励

　

�

陸
上
部
、
も
の
づ
く
り
部
、

メ
デ
ィ
ア
部
、
吹
奏
楽
部

�

五
十
万
円

四
、
国
際
研
修
事
業

　

�

カ
ナ
ダ
（
バ
ン
ク
ー
バ
ー
） 

ア
メ
リ
カ
（
シ
ア
ト
ル
）

�

十
日
間

　

�

田
仲
寿
季
君
（
陸
上
部
・
昨

年
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
）
を

派
遣
し
た
。

�

二
十
八
万
一
千
八
百
四
十
円

五
、
予
備
費

　

ロ
ボ
ッ
ト
競
技
全
国
大
会

�

七
万
円

　

陸
上
部
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

�

二
万
円

　

�

次
世
代
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾
派
遣

�

十
万
八
百
四
十
円

　

陸
上
部
国
体
出
場�

一
万
円

礎
的
知
識
と
技
術
・
技
能
を
習

得
さ
せ
る
と
と
も
に
社
会
的
・

職
業
的
自
立
に
必
要
な
能
力
・

態
度
を
育
成
す
る
。

㈢
　
人
権
尊
重
の
も
と
高
い
規

範
意
識
と
自
尊
感
情
を
有
し
、

人
や
自
然
を
大
切
に
す
る
心
豊

か
な
倉
工
生
を
育
成
す
る
。

㈣
　
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
同
窓
会
や
地
域

と
積
極
的
に
連
携
し
、
社
会
に

貢
献
し
愛
さ
れ
る
安
全
・
安
心

な
学
校
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

　

今
後
ま
す
ま
す
グ
ロ
ー
バ
ル

化
が
進
展
す
る
中
、
こ
れ
ま
で

の
輝
か
し
い
歴
史
と
伝
統
を
継

承
し
な
が
ら
も
新
た
な
伝
統
を

築
き
、
国
内
の
み
な
ら
ず
世
界

に
も
打
っ
て
出
る
人
材
育
成
を

目
指
し
て
、
全
教
職
員
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
。

　

北
辰
会
の
皆
様
に
は
、
母
校

の
更
な
る
充
実
・
発
展
の
た
め

今
後
と
も
格
段
の
ご
支
援
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
と
と
も

に
、
北
辰
会
の
更
な
る
発
展

と
、
会
員
の
皆
様
の
ま
す
ま
す

の
ご
活
躍
と
御
健
勝
を
祈
念
し

て
、
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

教
育
振
興
基
金
の
報
告
と
お
願
い

旧電車通り

小文字通り

至戸畑

●
コレット井筒屋
●
コレット井筒屋

ワシントンホテル
　　●
ワシントンホテル
　　●

東急インホテル
●

日本生命
●

丸源17
●

●

丸源8

第一
生命
●

中央
第一
中央
第一西日本

シティ銀行
●

　北九州
●銀行
　北九州
●銀行

●
JTB小倉ビル
●
JTB小倉ビル

ニュー●
南国ビル

パークサイド
ビル

西鉄ビル管理㈱
堺町有料駐車場
西鉄ビル管理㈱
堺町有料駐車場

堺町公園

南国ビル●

●
丸源30

●
駐車場

●
明治安田生命

福岡
銀行
●

至門司

チャチャタウン
●

チャチャタウン
●

浅
香
通
り

モ
ノ
レ
ー
ル
平
和
通
り
駅

平
和
通
り

平
和
通
り

JR小倉駅

★

小倉
飯店

小文字歩道橋

リーガロイヤルホテル
　　●

　

去
る
二
月
二
十
八
日
、
平
成

二
十
五
年
度
卒
業
生
一
九
六
名

の
入
会
式
が
厳
粛
に
挙
行
さ
れ

ま
し
た
。

　

年
末
迄
に
就
職
希
望
者
全

員
が
内
定
し
、
卒
業
時
に
は

一
九
六
名
全
員
の
進
路
が
決
ま

り
、
晴
れ
や
か
に
入
会
式
を
迎

え
ま
し
た
。

　

心
か
ら
歓
迎
す
る
と
共
に
、

胸
を
張
っ
て
社
会
に
巣
立
っ
て

欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

創
立
以
来
の
卒
業
生
総
数

は
、
二
万
一
千
八
百
七
十
五
名

と
な
り
ま
し
た
。

　

関
東
支
部
、
近
畿
支
部
代
表

も
来
校
し
、
両
地
区
に
就
職
、

進
学
す
る
生
徒
と
の
懇
談
会
が

持
た
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
懇
談
会
は
、
故
郷
を
離

れ
、
慣
れ
な
い
土
地
に
就
き
、

希
望
を
持
ち
な
が
ら
も
一
抹
の

不
安
を
抱
い
て
い
る
新
会
員
に

少
し
で
も
安
心
感
を
持
っ
て
貰

い
た
い
為
に
開
催
し
て
い
ま

す
。

　

今
年
は
関
東
地
区
二
十
四

名
、
近
畿
地
区
二
十
名
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

関
東
支
部
で
は
、
五
月
十
七

日
（
土
）
に
は
田
中
誠
一
先
生

を
招
き
、
新
人
歓
迎
会
が
開
か

れ
る
予
定
で
す
。

　

尚
、
四
月
八
日
（
火
）
の
新

入
生
の
入
学
に
よ
り
在
校
生
会

員
は
、

　

三
年
生　

二
〇
〇
名

　

二
年
生　

一
九
五
名

　

一
年
生　

一
九
九
名

合
計
五
九
四
名
と
な
っ
て
い
ま

す
。

（当番幹事　H３年卒）当番幹事　H15年卒

日　時	 平成26年５月25日（日）
場　所	 小倉飯店
	 北九州市小倉北区堺町１－８－14
	 TEL（093）521－8631
時　間	 ○受　付　14時より
	 ○総　会　15時より
	 ○懇親会　16時30分より
会　費	 　　　￥5 , 0 0 0

今年、米大リーグ・ニューヨークヤンキースに
移籍した田中将大投手が駒大苫小牧高校に在学
中、同校野球部監督を務めた香田誉士史氏（現
西部ガス硬式野球部コーチ）に講話をお願いし
ています。田中将大投手について、どのような
エピソードが語られるのか楽しみです。

二
十
一
世
紀
を
切
り
拓
く

未
来
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
目
指
す

『
志
高
き
自
律
心
と

　 

思
い
や
り
の
心
を
持
っ
た

　   

は
つ
ら
つ
倉
工
生
』
の
育
成

Ｈ26年度 北辰会総会

教育目標

北
辰
会
入
会
式
卒
業
生
196
名
入
会



平成 26 年５月 10 日 小倉工業高等学校北辰会会報 第 68 号（2）

【
退
職
】

▽
山
田　

晴
隆
（
校
長
）

▽
森　
　

和
茂
（
国
語
）

▽
前
川　
　

暁
（
国
語
）

▽
中
村　

達
志
（
保
健
体
育
）

▽
坂
田　
　

浩
（
電
気
）

【
転
出
】

▽
千
々
和
柳
毅
（
事
務
）

　
　

八
幡
南
高
校
へ

▽
古
谷　

浩
伸
（
機
械
）

　
　

田
川
科
学
技
術
高
校
へ

�

（
教
頭
）

▽
多
田　

義
文
（
保
健
体
育
）

　
　

小
倉
南
高
校
へ

▽
吉
留　

清
治
（
保
健
体
育
）

　
　

小
倉
東
高
校
へ

▽
寺
尾　

和
彦
（
機
械
）

　
　

戸
畑
工
業
高
校
へ

▽
片
岡　
　

健
（
機
械
）

　
　

博
多
青
松
高
校
へ

▽
石
田　
　

歩
（
電
子
）

　
　

苅
田
工
業
高
校
へ

【
転
入
】

▽
平
野　

孝
幸
（
校
長
）

　
　

戸
畑
工
業
高
校
よ
り

▽
藤
井　

直
樹
（
事
務
）

　
　

北
九
州
高
等
学
園
よ
り

▽
亀
井
佐
知
子
（
国
語
）

　
　

門
司
学
園
中
学
校
よ
り

▽
西
村　

仁
志
（
国
語
）

　
　

下
関
工
業
高
校
よ
り

▽
吉
形　

政
衡
（
保
健
体
育
）

　
　

小
倉
聴
覚
特
別
支
援

�

学
校
よ
り

▽
牧
島　
　

健
（
保
健
体
育
）

　
　

新
規
採
用

▽
甲
木　
　

知
（
保
健
体
育
）

　
　
田
川
科
学
技
術
高
校
よ
り

▽
東
山　

陽
治
（
機
械
）

　
　

八
幡
工
業
高
校
よ
り

▽
池
田　

佳
史
（
機
械
）

　
　

新
卒

▽
大
津　

秀
一
（
電
気
）

　
　

戸
畑
工
業
高
校
よ
り

▽
岡
田　

直
樹
（
電
気
）

　
　

新
卒

▽
木
岡　

優
子
（
電
子
）

　
　

戸
畑
工
業
高
校
よ
り

▽
浅
田　

修
平
（
工
業
化
学
）

　
　

新
規
採
用

陸
上
部

▼
福
岡
県
高
等
学
校
新
人
男
子

　

駅
伝
北
部
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

�
総
合
４
位

▼�

全
九
州
都
市
対
抗
陸
上
競
技

選
手
権
大
会

　

110
ｍ
Ｈ　

１
位

　
　

藤
井
琉
成
（
電
子
二
年
）

　

走
幅
跳　

２
位

　
　

黄
檗
快
斗
（
電
気
三
年
）

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

▼
福
岡
県
高
等
学
校
新
人
大
会

　

北
部
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

　

リ
ー
グ
戦　

６
勝
１
敗

�

優
勝

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

▼
北
九
州
市
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ

　

級
大
会

教
職
員
の
異
動

　

男
子
Ｄ
級
シ
ン
グ
ル
ス

　

優
勝

　
　

安
森　

翔
（
電
気
系
一
年
）

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

▼
豊
前
高
校
生
新
人
大
会

　

準
優
勝

　
　

清
末
将
史
（
工
化
二
年
）

　
　

椎
野
修
平
（
電
気
二
年
）

ラ
グ
ビ
ー
部

▼
福
岡
県
高
等
学
校
新
人
大
会

　

兼
九
州
大
会
県
予
選

　
〈
予
選
リ
ー
グ
〉

　

小
倉
工
業
57

－

０
八
幡

　

小
倉
工
業
27

－

12
明
治
学
園

�

リ
ー
グ
戦
１
位
通
過

　
〈
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
〉

　

一
回
戦

　

小
倉
工
業
24

－

10
合
同
Ａ

　

二
回
戦

　

小
倉
工
業
22

－

７
合
同
Ｂ

　

決
勝

　

小
倉
工
業
17

－

24
北
筑

　

今
年
二
月
、
台
湾
で
公
開
さ

れ
た
映
画
「
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
」（
嘉

農
）
が
、
現
地
で
は
大
き
な
話

題
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
映
画
は
、
日
本
が
台
湾

を
統
治
し
て
い
た
時
代
、
台
湾

の
嘉か

義ぎ

農
林
学
校
（
嘉
農
）
が

昭
和
六
年
第
17
回
全
国
中
等
学

校
優
勝
野
球
大
会
（
全
国
高
校

野
球
選
手
権
大
会
の
前
身
）
で

初
出
場
準
優
勝
し
、
台
湾
野
球

の
歴
史
に
大
き
な
功
績
を
残
し

た
史
実
を
映
画
化
し
た
も
の
で

あ
る
。

　

嘉
農
野
球
部
は
日
本
人
、
台

湾
人
（
漢
人
）、先
住
民
の
「
混

成
」
チ
ー
ム
だ
っ
た
が
、
監
督

の
近
藤
兵
太
郎
氏
は
差
別
せ

ず
、「
先
住
民
は
足
が
速
い
。

漢
人
は
打
撃
が
強
い
。
日
本
人

は
守
備
に
た
け
て
い
る
」
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
生
か
し
て

鍛
え
た
と
い
う
。

　

嘉
義
野
球
部
は
、
昭
和
六
年

夏
初
出
場
、
昭
和
八
年
夏
、
昭

和
十
年
春
・
夏
、
昭
和
十
一
年

夏
と
計
五
回
出
場
し
て
い
る
。

　

そ
の
中
で
小
倉
工
業
は
、
嘉

義
農
林
と
は
二
度
対
戦
し
て
い

る
。

　

一
度
目
は
昭
和
六
年
夏
の
大

会
で
、
そ
の
時
は
準
決
勝
戦
で

対
戦
し
、２

－

10
で
敗
れ
て
い
る
。

　

二
度
目
は
昭
和
十
一
年
夏
の

大
会
一
回
戦
で
対
戦
し
、
３

－

４
で
敗
れ
て
い
る
。（
以
下
は

小
倉
工
業
高
校
百
年
史
か
ら
）。

「
五
年
ぶ
り
に
俊
足
で
鳴
ら
す

台
湾
代
表
嘉
義
農
林
と
対
戦
。

『
嘉
義
農
林
は
四
度
、
小
倉
工

は
五
度
甲
子
園
へ
出
場
す
る
と

い
う
い
ず
れ
劣
ら
ぬ
強
豪
で
あ

る
。
嘉
義
は
伝
統
の
打
撃
と
快

足
力
を
本
年
も
依
然
得
点
の
技

能
と
し
て
備
え
、
か
つ
守
備
は

強
力
な
る
東
、
児
玉
両
投
手
が

一
手
に
引
き
受
け

て
い
る
。

　

一
方
、
小
倉
工

業
が
サ
ウ
ス
ポ
ー

竹
中
の
正
確
な
る

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と

こ
れ
を
生
か
す
投

球
術
は
よ
く
そ
の

本
領
を
発
揮
し
、

竹
中
投
手
唯
一
の

弱
点
で
あ
る
体

力
の
不
足
を
技
術

で
補
っ
て
い
る
。

バ
ッ
ク
の
守
備
と

攻
撃
は
玉
井
を
中

心
と
し
て
ガ
ッ
チ

リ
組
ん
だ
と
こ
ろ

は
打
、
走
、
守
の

三
拍
子
そ
ろ
っ

て
、
こ
こ
に
洗
練
さ
れ
た
と
こ

ろ
が
あ
る
。
嘉
義
の
恐
る
べ
き

は
小
倉
工
の
柔
よ
く
剛
を
制
す

る
と
い
っ
た
技
の
巧
み
さ
と

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
あ
る
が
、
小

倉
工
の
警
戒
す
べ
き
は
東
投
手

の
特
殊
の
投
球
に
あ
る
。
そ
の

上
さ
ら
に
恐
る
べ
き
は
嘉
義
の

進
む
を
知
っ
て
退
く
を
知
ら
ざ

る
底
知
れ
ぬ
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ

ス
ピ
リ
ッ
ト
で
あ
ろ
う
。
こ
の

西
日
本
の
両
古
豪
の
対
立
は
好

戦
た
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な

い
が
、
勝
敗
の
帰
趨
は
俄
に
断

じ
難
い
』
と
戦
前
の
予
想
は
ま

さ
に
伯
仲
。
小
倉
工
は
今
度
こ

そ
は
と
嘉
義
の
足
を
警
戒
、
慎

重
に
戦
い
を
進
め
た
が
、
こ
れ

が
却
っ
て
裏
目
に
出
て
自
ら
の

エ
ラ
ー
を
誘
い
惜
し
く
も
試
合

を
逸
し
て
し
ま
っ
た
。」

　

日
本
で
は
、
三
月
七
日
大
阪

市
内
で
始
ま
っ
た
「
大
阪
ア
ジ

ア
ン
映
画
祭
」
の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
で
上
映
さ
れ
て
い
る
。

　

今
後
、
日
本
で
も
一
般
公
開

さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
は
と

�

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
２
位

　
（
注
）

　

合
同
Ａ
（
中
間
・
自
由
ヶ
丘
）

　

合
同
Ｂ
（
福
岡
西
陵
・
早
良
）

▼
第
15
回
九
州
高
等
学
校

�

10
人
制
大
会

　
〈
予
選
リ
ー
グ（
Ｃ
パ
ー
ト
）〉

　

小
倉
工
業
53

－

７
東
海
大
付

�

属
熊
本
星
翔

　

リ
ー
グ
戦
Ｃ
パ
ー
ト
２
位

　
〈
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

�

（
２
位
グ
ル
ー
プ
）〉

　

一
回
戦

　

小
倉
工
業
25

－

７
錦
江
湾

　

二
回
戦

　

小
倉
工
業
29

－

12
臼
杵

　

決
勝
戦

　

小
倉
工
業
27

－

14
美
里

�

２
位
グ
ル
ー
プ
優
勝

　

昭
和
20
年
卒
業
の
皆
さ
ん
が

今
年
米
寿
を
迎
え
る
に
当
た
り
、

10
月
８
日
記
念
の
同
期
会
を
開

催
し
ま
す
。

　

学
校
で
記
念
撮
影
を
し
、
午

後
か
ら
食
事
会
を
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ�

福
屋
末
次
郎

学
校
だ
よ
り

　

現
在
の
部
員
は
二

年
生
三
名
三
年
生
十

名
で
総
員
十
三
名
で

す
。
一
年
生
が
最
低

十
名
は
入
部
し
て
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し

た
が
、
吹
奏
楽
部
を

教
員
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
Ｏ

Ｂ
会
が
一
体
と
な
っ

て
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

た
い
と
考
え
て
い
ま

す
の
で
、
北
辰
会
の

皆
様
方
の
ご
支
援
と

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

吹
奏
楽
部
Ｏ
Ｂ
会
事
務
局

�

福
井
一
憲

（
昭
和
五
十
年
機
械
科
卒
）

　

本
年
二
月
八
日
の
第
八

回
定
期
演
奏
会
が
開
催
出

来
た
事
に
感
謝
い
た
し
ま

す
。

　

併
せ
て
、
広
告
・
寄
付

等
で
北
辰
会
の
方
々
を
は

じ
め
学
校
関
係
者
等
ご
協

力
頂
き
ま
し
た
多
く
の
皆

様
、
ま
た
ご
来
場
を
頂
き

ま
し
た
方
々
に
重
ね
て
心

か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

定
演
は
部
員
二
十
名
で

三
部
構
成
で
の
演
奏
会
で

し
た
。

　

諸
先
輩
方
に
は
、
ま
だ

ま
だ
未
熟
な
演
奏
で
お
聞

き
苦
し
い
と
は
思
い
ま
す

が
、
生
徒
も
日
々
努
力
し

て
い
ま
す
の
で
、
今
後
に

ご
期
待
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

思
い
ま
す
が
、
そ
の
時
は
ぜ
ひ

鑑
賞
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
存

じ
ま
す
。
映
画
の
終
わ
り
で
対

戦
校
の
字
幕
ス
ー
パ
ー
に
小
倉

工
業
の
名
前
が
出
る
よ
う
で

す
。

　

北
辰
会
活
動
に
ご
協
力
頂
い

て
お
り
ま
す
同
窓
の
皆
様
に
大

変
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

北
辰
会
を
維
持
し
て
い
く
礎

は
年
額
二
千
円
の
北
辰
会
費
で

す
。

　

厳
し
い
社
会
情
勢
の
昨
今
大

変
恐
縮
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
北

辰
会
の
健
全
な
活
動
の
基
盤
で
あ

り
ま
す
「
年
会
費
」
の
納
入
を

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

併
せ
て
教
育
振
興
基
金
へ
の
ご

協
力
も
重
ね
て
お
願
い
し
ま
す
。

　

同
窓
の
絆
で
あ
る
名
簿
の
改

訂
を
五
年
ご
と
に
行
っ
て
い
ま

す
。
次
の
改
訂
は
平
成
二
十
八

年
二
月
に
発
行
い
た
し
ま
す
。

　

調
査
及
び
印
刷
は
検
討
の
結

果
、
前
回
同
様
実
績
豊
富
な

『
小
野
高
速
印
刷
㈱
』
に
お
願

い
し
ま
し
た
。

　

正
確
な
名
簿
の
出
版
を
目
指

し
て
、
今
年
度
よ
り
調
査
の
ハ

ガ
キ
が
皆
様
に
届
き
ま
す
。

　

詳
し
く
記
入
の
上
返
信
し
て

下
さ
い
。

　

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

北
辰
会
費
納
入
の
お
願
い

名
簿
改
訂
の
お
知
ら
せ

二
〇
一
五
年
一
月
三
日
（
土
）

　
　
　
　

or
一
月
四
日
（
日
）

集
合
場
所
、
時
間
は
後
日
決
定

後
連
絡
し
ま
す
。

◆
連
絡
先　

　

あ
ま
ぐ
り
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

　

�

田
中
知
之

☎�

〇
九
三

－

五
一
一

－

八
二
一
二

�

（
夕
方
6
時
以
降
）

ま
た
、
二
〇
一
六
年
の
新
年
会

に
は
担
任
の
先
生
方
を
お
招
き

し
て
催
し
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
の
で
御
協
力
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

五
十
年
会
新
年
会
の
お
知
ら
せ

は
た
ち
会（
昭
和
20
年
卒
）

吹
奏
楽
部
演
奏
会
を
終
え
て

台
湾
・
嘉
義
農
林

昭
和
六
年
夏
甲
子
園
初
出
場

準
決
勝
戦
で
小
倉
工
業
と
対
戦


